
医療の現場に浸透進む

　人工知能（ＡＩ）がヘルスケア分
野で活用されるようになると、我々
の生活にどのような影響があるだろ
うか。医師ら専門家の知識をコンピ
ューターに与え、専門家の代替をさ
せる取り組みは「エキスパートシス
テム」と呼ばれる。医師のエキスパ
ートシステムもＡＩの研究ブームと
あわせて、以前から開発が進められ
てきた。

　現在の一般的な意見として、医師
の代替は性能的にも倫理的にもでき
ないとされる。診断結果の正確性は
非常に高いという証拠があったとし
ても、コンピューターが下した診断
結果や治療計画を受けいれる準備は
我々にまだできていない。そもそも
すべての病気のメカニズムが解明さ
れていない段階で、コンピューター
が完全な診断をできるわけがない。

　足元では医師の診断を手助けする
診断支援システム、データ分析によ
る医薬品開発、ヘルスケアデータの
分析などにＡＩが活用されている。
ＡＩによる機械学習が画像認識技術
を飛躍的に向上させていると、これ
までの連載で説明した。画像認識の
精度が大きく高まったことで、医療
用画像から高確率で診断できるよう
になってきた。
　ＡＩによるレントゲンや病理画像
の自動診断はすでに可能となり、医
療用画像の診断支援や遠隔医療で実
用化されつつある。米ベンチャーの
エリンティックは深層学習（ディー
プラーニング）を活用して悪性腫瘍
を的確に発見できるシステムを開発
している。日本でも富士フイルムが
ＡＩを搭載し、過去の症例データベ
ースから病変画像の特徴と似ている
症例を表示する画像診断支援システ
ムを開発している。
　最近ではウエラブルセンサーなど
によって、個人の血圧や脈拍数とい
ったデータがインターネット上に集
まっている。そのデータを活用した
サービスもＡＩが活躍できる分野と

して注目されている。自身の遺伝子
情報や疾患・罹患（りかん）リスク
に応じた、オーダーメード型の医療
が実現できるからだ。個々の患者の
状態にあった治療方法を迅速・正確
に、効率良く選択できる。

　個人向けヘルスケアサービスの分
野では、ソフトバンクとヘルスケア
ベンチャーのＦｉＮＣ（フィンク、
東京・中央）が、米ＩＢＭの認知型
コンピューティングシステム「ワト
ソン」を利用したヘルスケアサービ
ス「パーソナルカラダサポート」を
共同開発すると発表した。ワトソン
を活用して生活習慣の調査結果や遺
伝子検査、パーソナルヘルスレコー
ド（ＰＨＲ、個人健康記録）などの
データを収集・解析する。これらの
個人データにもとづいて、カスタマ
イズした生活習慣改善メニューを提
供するという。
　医師がＡＩに置き換わる日は、ま
だまだ先になると思われる。ただ、
健康相談や健康管理など、身近なと
ころでＡＩが活躍する時代は近い。
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